質　　問　　通　　告　　書
	
	№　　４

	提出年月日
	平成31年3月　4日
	議席番号
	　９番
	氏名
	金澤　眞人

	大子町議会議長　　大森勝夫　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０分）

	質　　問　　方　　法
	　　　○一問一答方式　　　（一方を選択）

	質　　問　　事　　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	1 庁舎建設について
	①設計を変更し建設費を縮減するとの事だが、その内容を伺う。

②高齢者の利用に配慮した簡素で使いやすい庁舎が大前提だが、コスト削減とデザインとの妥協点は図られているのか伺う。

③建設に対する国や県の補助について伺う。

④地元材の利用や地元業者の活用などの考えについて伺う。

⑤役場を利用する町民の利便性の向上と共に、役場は町民の物、町民のサイドに立って考えるという意識が大事だと思うが、考えを伺う。

	2 少子高齢化対策について
	①最近のアンケートなどを見るとこれまでの子育て支援策が実を結んできた感があるが、今後子育て支援策への対応は。

②高齢化社会になり国は在宅医療や訪問介護を推進しているが、大子町の現状と今後の対応は。

	3 学校跡地の活用について
	①黒沢小学校のグランド、教室、体育館などの跡地利用に対する考えを伺う。

②黒沢中学校跡地の太陽光発電事業の状況と今後の対応について伺う。

	4 特産品について
 
	①奥久慈しゃもが鶏肉では日本初で地理的表示保護制度（GI）の銘柄に登録されたが、PRなど町の今後の対応は。

②特産品流通公社の今後の役割をどのように考えるか。

③平成３１年４月１日から森林経営管理法が施行されるが、町の対応は。今後の町の林業の在り方をどのように考えるか。

④バイオマス発電所が町内で２か所稼働した場合に燃料となる木材の需要量は、町内や近隣からの継続的な供給は可能か。



質　　問　　通　　告　　書
	
	№　　５

	提出年月日
	2019年 3月4日
	議席番号
	11番
	氏名
	佐　藤　正　弘

	大子町議会議長　　　大　森　勝　夫　　様　　　　　　　　　　　質問時間60分　

	質　　問　　方　　法
	総 括 方 式　　一問一答方式　　　

	質　　問　　事　　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	1、東海第2原発の再稼働について
	①　原子力規制委員会は、昨年11月7日、日本原子力発電（原電）東海第2原発の運転延長を認可した。その後原電は、2月22日、老朽化した原発の再稼働の意思を表明している。

再稼働の際、事業者に意見を表明する権利が町にも付与されている。自治体の首長として再稼働反対の意思を明らかにすべきであると思うが、どの様に考えるのか。

	2、デジタル放送受信対策について

	①　中郷、北吉沢地区では、個別にデジタル放送が受信できない世帯が多く存在し、東京電力が主体に約120世帯でテレビ共同受信組合を組織し多くの世帯をカバーしてきた。そのような中で、将来の負担などの財政面から、現行のテレビ受信組合の解散が打ち出された。現在、戸別、班単位の受信施設の計画が進められている。しかし、施設建設費用が一軒で３０万円を超えるなど、高齢者世帯などでは、財政面からデジタル放送のテレビが見られない世帯も生まれようとしている。これまでも町と相談してきたが、国、NHKなどへの働きかけ、誰もが受信出来るための町の支援が必要と思うが、どの様な対策を考えているのか。

	3、町長の選挙公約、所信表明について
	①　庁舎建設費の削減、高規格道路の整備、高齢者医療の充実、子育て支援・教育の充実、産業、観光の振興などを掲げ、施策の実現によって「日本一幸せな町づくりをめざす」としている。これらの施策は、町単独では実現できない施策も多い。公約の実現には、時間もかかると思われる。実現の時期、すでに動き出している施策はどの様なものか。

	4、生活、環境の充実について
	①　県内最高峰を誇る八溝山の景観等について、たびたび議会で質問してきたが、どの様に考えるか。

②　民俗、文化遺産の収集は、時間の経過とともに難しくなり、収集が不可能になる場合もある。収集、展示、一般公開できる施設の建設を進める必要があるのではないか

③　読書の町を宣言し、10年が経過した。「宣言」が町民全体のものとなっていない。図書館の位置、施設にも問題があるのではないのか。町民に親しまれる図書館の建設が必要ではないのか。


